
空
也
の
キ

麒
子
疱
人
の
中
む
斑
晰

彎
回
第
十
七
薔
れ
所
懺
場

鏃
七
掏
槽
の
事
・
亀
餃
金
弁
輔
え

京
都
市
東
山
区
五
条
通
大
和
大
路
上
ル
東

電
話
（〇
七
五
）
五
六
丁
六
九
八
〇
（代
）
振
替

〇
一〇
二
〇
‐○
‐
八
五
四

す
鮮
０
く
ヽ
Ｅ
Ｅ
姜
≒
ｏ
＾
⊂
す
∞
「い
〇
ヽ
一ｏ

〈取
引
銀
行
Ｙ
三
井
住
友
銀
行
四
条
支
店
　
　
下
京
区
四
条
通
河
原
町
角

京
都
中
央
信
用
金
庫
東
五
条
支
店
　
東
山
区
五
条
大
橋
東



空

也

上

人

立
像

　

鎌
倉
時
代
重

要
文
化
Ｅ

運
慶
の
四
男
康
勝
の
作
。
胸
に
金
鼓
を
右
手
に
撞
木
を
、
左
手
に
鹿
の
杖
を

つ
き
、
膝
を
露
わ
に
草
軽
を
は
き
、

念
仏
を
称
え
る
く
ち
か
ら
六
体
の
阿
弥
陀
が
現
ね
た
と
い
う
伝
承
の
ま
ま
に
洗
練
さ
れ
た
写
実
的
彫
刻
で
あ
る
。

∫∫ …Ⅲ亀

∫《

ヽ｀

濾
や

鍼t

む
Å ∫輔 プ《
鍮 弥 げ

蔚≧ tト

イ」ヽ

ど

贔

覺
》

み

ず

躊

瘍

謂

轟

盪

秒

―

懺
冬

IA
メニ!

lサ

地
蔵
薔
薩
坐
像

鎌
倉
時
代
（重
要
文
化
財
）

運
慶
の
作
。　
一
族
の
書
提
寺
十
輪
院
の
本
尊
。　
一
名

「夢
見

地
蔵
」
と
い
わ
れ
眉
目
秀
麗
な
面
相
や
変
化
の
あ
る
法
衣
の

ひ
だ
の
ま
と
め
方
は
実
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

千
清
盛
坐
像

鎌
倉
時
代
（重
要
文
化
財
）

経
巻
を
手
に
し
た
そ
の
風
姿
は
平
家
物
語

に
描
か
れ
て
い
る
清
盛
の
傲
慢
さ
は
全
く

な
く
、
仏
者
と
し
て
の
気
品
を
覚
え
る
。

一
門
の
武
運
長
久
を
祈
願
し
、
朱
の
中

ヘ

血
を
点
じ
て
写
経
し
た
頃
の
太
政
大
臣
浄

海
入
道
清
盛
公
の
像
で
あ
る
。

種
檬
履
　
ヽ
■
泄
慮
徘
等
保
　
鎌
倉
時
代
（重
要
文
化
財
）

わ
が
国
の
彫
刻
界
の
黄
金
期
を
き
ず
い
た
運
慶
　
湛
慶

（運
慶
の

長
男
）
の
父
子
の
像
。
当
寺
十
輪
院
は
運
慶

一
族
の
書
提
寺
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
尊
の
脇
侍
の
よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
た
。

地

蔵

薔

薩

立
像

　

平
安
時
代
（重
要
文
化
と

巨
匠
定
朝
の
作
。
元
六
波
羅
地
蔵
堂
の
本
尊
で
、
面
相
も
優
し
く
彩

色
に
切
金
を
混
用
し
、
左
手
に
頭
髪
を
持

っ
た
珍
し
い
仏
像
で

「髪

掛
地
蔵
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。



六
波
羅
密
寺
の
歴
史

六
波
羅
蜜
寺
は
、
天
暦
二
年

（九

五

一
）
醍
醐
天
皇
第

二
皇
子
光
勝
空

也
上
人
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
西
国

第
十
七
番
の
札
所
で
あ
る
。

当
時
京
都
に
流
行
し
た
恙
疫
退

散
の
た
め
、
上
人
自
ら
十

一
面
観
音

像
を
刻
み
、
御
仏
を
車
に
安
置
し
て

市
中
を
曳
き
廻
り
、
青
竹
を
八
葉
の

運
片
の
如
く
割
り
茶
を
立
て
、
中

へ

小
梅
千
と
結
昆
布
を
入
れ
仏
前

に

献
じ
た
茶
を
病
者
に
授
け
、
歓
喜
踊

躍

〈
か
ん
き
ゆ
や
く
〉
し

つ
つ
念
仏

を
唱
え
て

つ
い
に
病
魔
を
鎮
め
ら

れ
た
と
い
う
。

（現
在
も
皇
服
茶
と
し
て
伝
わ
り
、

正
月
二
日
間
授
与
し
て
い
る
。
）

現
存
す
る
空
也
上
人
の
祈
願
文

に
よ
る
と
、
痣
和
三
年
八
月
（九
六
二
）

諸
方
の
名
僧
六
百
名
を
請
じ
、
金
字

大
般
若
経
を
浄
写
、
転
読
し
、
夜
に

は
二
人
文
字
を
灯
じ
人
萬
燈
会
を

行
な

っ
て
諸
堂

の
落
慶
供
養
を
盛

大
に
営
ん
だ
。
こ
れ
が
当
寺
の
起
り

で
あ
る
。

上
人
没
後
、
一品
弟

の
中
信
上
人
に

よ
り
そ

の
規
模
増

大
し
、
キ壮
厳
圭

麗

な
天
台
別
院
と
し
て
栄
え
た
。

平
安
後
期
、
平
恙
盛
が
当
寺
内

の

塔
頭
に
軍
勢
を
止
め
て
よ
り
、
清
盛

・

重
盛

に
至
り
広
大
な
境
域
内

に
は

権
勢
を
誇
る
平
家

一
間

の
邸
館
が

栄
え
、
そ
の
数
五
十

二
百
余
に
及
ん

だ
。
寿
永
二
年

（
一
一
八
一こ

平
家
没

落
の
時
兵
火
を
受
け
、
諸
堂
は
類
焼

し
、
独
り
本
堂
の
み
焼
失
を
免
れ
た
。

源
平
両
民

の
興
亡
、
北
条

・
足
利

と
続
く
時
代

の
兵
人
の
中

ｔ
と
も

な

っ
た
当
寺
は
そ
の
変
遷
も
甚
し

い
が
、
源
頼
朝
、
足
利
義
詮
に
よ
る

再
興
修
復
を
は
じ
め
火
災
に
遭
う

た
び
に
修
復
さ
れ
、
豊
臣
秀
吉
も
ま

た
人
仏
建
立
の
際
、
本
堂
を
補
修
し

現
在
の
向
拝
を
附
設
、
寺
領
七
十
石

を
安
堵
し
た
。
徳
川
代
々
将
軍
も
朱

印
を
カロ
え
ら
れ
た
。

現
本
堂
は
、貞
治
二
年
２

〓
一六
三
）

の
修
営
で
あ
り
、
明
治
以
降
荒
廃
し

て
い
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
、
２

九

六
九
）
開
創

一
、
○
〇
〇
年
を
記
念
し

て
解
体
修
理
が
行
な
わ
れ
、
丹
の
色

も
鮮
や
か
に
絢
爛
と
当
寺
の
姿
を
し

の
ば
せ
て
い
る
。

な
お
、
解
体
修
理
の
際
、
創
建
当

時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
梵
字
、
三
鈷
、

独
鈷
模
様
の
瓦
を
始
め
、
今
音
物
語
、

出
祝
記
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
泥
塔

八
千
基
が
出
土
し
た
。

重
要
文
化
財
の
質
、
量
に
お
い
て

文
字
ど
お
り
平
安
、
鎌
倉
期
の
宝
庫

と
謂
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。



空
也
上
人

第
六
十
代
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
、
若

く
し
て
五
畿
七
道
を
巡
り
苦
修
練
行
、

尾
張
国
分
寺
で
出
家
し
、
空
也
と
称
す
。

再
び
諸
国
を
遍
歴
し
、
名
出
を
訪
ね
、

練
行
を
重
ね
る
と
共
に

一
切
経
を
ひ

も
と
き
、
教
義

の
奥
義
を
極
め
る
。
天

暦
二
年

（九
四
八
）
叡
出
座
主
延
昌
よ

り
大
乗
戒
を
授
か
け
光
勝
の
法
号
を

受
け
た
。
森
羅
万
象
に
生
命
を
感
じ
、

た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
、
今
日
あ

る
こ
と
を
喜
び
、
歓
喜
踊
曜
し

つ
つ
念

仏
を
唱
え
た
。
上
人
は

つ
ね
に
市
民
の

中
に
あ
っ
て
伝
道
に
励
ん
だ
の
で
、
人
々

は
親
し
み
を
こ
め
て

「市
の
聖
」
（
い
ち

の
ひ
じ
り
）
と
呼
び
慣
わ
し
た
。

上
人
が
鞍
馬
出
に
閑
居
後
、
常
々
走

の
友
と
し
て
そ
の
嗚
声
を
愛
し
た
鹿
を
、

定
盛
な
る
猟
師
が
射
殺
し
た
と
知
り
、

大

へ
ん
悲
し
ん
で
そ
の
皮
と
角
を
請

い
受
け
、
皮
を
襄

〈か
わ
ご
ろ
も
〉
と
し
、

角
を
杖
頭
に
つ
け
て
生
涯
わ
が
身
か

ら
離
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。
定
盛
も

自
ら
の
殺
生
を
悔

い
て
上
人
の
弟
子

と
な
り
、
瓢
を
た
た
き
、
法
曲
を
唱
し
、

寒

い
夜
も

い
と
わ
ず
京
中
を
巡
行
し

て
衆
生
の
能
化
に
つ
と
め
た
。

定
盛
は
上
人
の
遺
風
を
伝
え
て
茶

笙
を
作
り
、
こ
れ
を
世
に
広
め
、
子
孫

は
有
髪
の
姿
に
黒
衣
を
ま
と
っ
て
踊
り
、

念
仏
し
な
が
ら
瓢
を
た
た

い
て
市
中

を
徘
徊
し
た
。

こ
れ
が
今

六
斎
念

仏

と
し
て

伝

わ

っ
て

い
る
。
当
出

の
空
也
踊
曜
念

仏
は
、
さ
ら
に
そ
の
源
流
で
あ
る
。

空
也
踊
躍
念
仏

（重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

当
出
開
祖
空
也
上
人
は
壱
千
有

余
年
前
お
念
仏
を
お
始
め
に
な
ら
れ
、

現
在
で
は

「念
仏
の
祖
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。

鎌
倉
時
代

に
お
念

仏
は
弾

圧
を

受
け
た
時
期
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
「念
仏
の
祖
」
で
あ
る
空

也
上
人
が
開

か
れ
た
当
占

で
は
そ

の
法
灯
を
絶
や
す
こ
と
は
出
来
な

い
。

そ

の
よ

う
な

こ
と
か
ら
薄
暮
勤

行
と
し
て
、
夕
暮
れ
迫
る
頃

に
本
堂

の
内
陣

に
お

い
て
密

か

に
お
念

仏

を
修
し
、
そ

の
次
第
は
無
く
歴
代

の

住
職

の

口
伝
に
よ

り
現
在

ま

で
伝

え
ら
れ
た
。

こ
の
お
念
仏
は

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

と

い
う
外
部

に
聞

か
れ

て
分

か
る

言
葉
は
唱
え
ず

「
モ
ー
ダ
ナ

ン
マ
イ

ト
ー
」
「
ノ
ー
ボ
ー
オ
ミ
ト
ー
」
と

い

う
よ
う

に
外
部

に
聞

か
れ

て
も
分

か
り
に
く
く
唱
え
、
通
常

の
勤
行

の

中

に
組

み
込
ま
れ
、
い
つ
で
も
止
め

る

こ
と
が
出
来

る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
当
時

の
弾

圧
か
ら

逃
れ
る
為
の
名
残
り
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ

の
動
作

。
所
作

は
空

也
上

人

の
当
時

の
ま
ま
を
守

り
続

け
て

い
る
。

こ
の
お
念
仏
は

「罪
業
消
滅
」
、
つ

ま
り

一
年
間
私
た
ち
が
人
と
し
て
世

に
生
か
さ
れ
て

い
る
中
で
知
ら
ず
知

ら
ず
に
犯
し
た
罪
業
の
消
滅
と
、
新
し

き
年
が
良
き
年
で
あ
る
事
を
祈
る
お

念
仏
で
あ
り
、
御
参
拝
者
と
と
も
に
修

す
る

一
年
を
締
め
く
く
る
修
行
で
あ
る
。

六
波
羅
弁
財
天

七
福
神

の
中
で
唯

一
の
女
神
で

あ
る
弁
天
様
は
、
水
を
神
格
化
し
た

神
で
、
神
話
に
よ
る
と
、
学
問
と
技

芸
の
神
、
雄
弁
と
正
し
い
す
ば
ら
し

い
智
慧

の
保
護
神
と
し
て
高
く
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
仏
教
で
は
、
人
々
に
財
宝

を
与
え
、
障
碍
を
取
り
除
く
と
云
う

御
誓
願
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
現
世

に
生
か
さ
れ
て
い
る
全
て
の
人
々
は
、

愛
別
離
苦

（愛
す
る
も
の
と
も
何
時

か
は
、
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、

怨
憎
会
苦

（
い
や
な
事
に
も
全
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
）
等
の
苦
が
あ
る
が
、

弁
天
さ
ま
に
お
祈
り
す
る
事
に
よ

っ

て
、
あ
た
か
も
清
き
水
が
全
て
の
汚

れ
を
清
め
る
女口
く
と
き
は
な
た
れ
る
。

六
波
羅
採
題
を
開

い
た
歴
代
将

軍
は
、
当
寺
を
祈
願
所
と
定
め
爾
来
、

今
日
に
至
る
も
参
拝
者

の
香
煙
が

絶
え
な
い
。

1

金 に ム te
京・ 室 町 御 池 下 る

電 (075)231-3684
http://― .goiku―nishida.co.jp

小川珈[」JF株式会社
0画 0120-077-800(平 日9:00～ 17:00)

本社/〒 611106o2 京都市右京区西京極iヒ■境町75蕃 地

珈
琲
職
人
の
珈
琲
は
、

き

っ
と
ク
セ
に
な
り
ま
す
。



た
び
重
な
る
兵
火
を
の
が
れ
、
当
寺
に
は
平
安

鎌
倉
期
の
木
像
彫
刻
を
代
表
す
る
名
宝
が
数
多
く

安
置
さ
れ
て
い
る
。

●
十

一
面
観
音
立
像

平
安
時
代

日

　

　

宝
）

●
薬
師
如
来
坐
像
　
平
安
時
代

重
要
文
化
財
）

●
地
蔵
菩
薩
立
像
　
平
安
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
多
聞
天
立
像
　
　
平
安
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
広
目
天
立
像
　
　
平
安
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
持
国
天
立
像
　
　
平
安
時
代

重
要
文
化
ビ

●
増
長
天
立
像
　
　
鎌
倉
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
地
蔵
菩
薩
坐
像
　
鎌
倉
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
吉
祥
天
立
像
　
　
鎌
倉
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
閻
魔
大
王
像
　
　
鎌
倉
時
代

重
要
文
化
と

●
弘
法
大
師
坐
像
　
鎌
倉
時
代

重
要
文
化
と

●
空
也
上

人
立
像

　
鎌
倉
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
平
清
盛
坐
像
　
　
鎌
倉
時
代

重

要
文
化
財
）

●
運
慶
坐
像

　
　
　
鎌
倉
時
代

（重
要
文
化
財
）

●
湛
慶
坐
像

　
　
　
鎌
倉
時
代

重

要
文
化
と

●
泥
塔
　
　
●
皇
服
茶
腕

●
版
木
　
　
●
萬
燈
会
関
係
用
具

等

一
一千
百
余
点

薬師如来座像

広 目天立像持国天立像増長天立像多聞天立像

確 実 にやるの はどこでもできる。

確 実 に速 くやるからこそ「価値 Jになる。

三井住友銀行

口′
口

Liょ靭 ,31yAIUE

0おいしく、やさしく。

ジ

本店/京都・日本願寺前

電言舌(075)361-8181 FAX (075)361‐ 8801
httpゾ /www n shricOlp E‐ mail nishin@nishitt co ip



節分会 六斎念仏追側式 福徳自在初稲穂授与

六
波
羅
蜜
寺
の
年
中
行
事

一月
十
七
日

八
月
八
・九
。十
日

九
月

九
月
十
一日

十
一月
三
日

十
一月
二
十
三
日

十
二
月
十
三
日

，
除
夜

毎
月
一日
・十
六
日

毎
月
七
日

毎
月
十
七
日

毎
月
二
十
四
日

初
詣
　
皇
服
茶
授
与

開
運
厄
除
祈
願

福
徳
自
在
初
稲
穂
授
与

初
観
音

節
分
会
開
運
厄
除
祈
願

星
ま
つ
り

彼
岸
会
・法
話
会
・写
経
会

萬
燈
会
厳
修

本
堂
内
で
灯
芯
に
よ
る
大
文
字
を

点
じ
、五
大
本
不
生
の
祈
願
が

空
也
上
人
以
来
の
伝
統
行
事
と
し
て

修
せ
ら
れ
、火
の
要
心
の
護
符
が

授
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、高
燈
会
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ

た
精
霊
は
、十
六
日
の
大
文
字
の

送
り
火
に
よ
っ
て
送
ら
れ
ま
す
。

彼
岸
会
・法
話
会
・写
経
会

開
山
忌

弁
財
天
巳
成
金
特
別
祈
願
会

皇
服
茶
奉
納
式

空
也
踊
躍
念
仏
厳
修

お
聖
天
さ
ま
御
縁
日

都
七
福
神
２

巳
成
金
弁
財
天
御
縁
日

お
観
音
さ
ま
御
縁
日

災
難
除
・病
魔
除
御
加
持

印
仏
供
養
会

詈]fl携
帯電話で六波羅蜜寺の1青報がこ覧になれます。

高燈会弁財天特別祈願会空也踊躍念仏

みなさまのすぐとなりに京都中央信用金庫がいます。

◎黒中央信用金庫
本店/京都市下京区四条通鳥丸西入ル

容 075(223)2525
日田0120-201… 580(フリーダイヤル)

www chushin colp


